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「“新たな学び”を切りひらく遠野高校」 
～平成29年、遠野高校は創立70周年を迎えます～ 

 遠野高校は、いわき市遠野町で連綿とした伝統を重ねてきました。1998年以降、各学年２クラスの「小

規模校のフロントランナー」として、個に応じた少人数教育を展開するとともに、部活動の全員参加、ボラン

ティア活動も盛んです。2年連続の国公立大合格を達成、4年連続の進路実現100%も視野に入りました。 

 

【遠野型の道徳実践】30年後の桜並木に向けて！ 
 ～自己を見つめ、学校や地域の一員としての自覚を育成～ 

 

  

  
【新たな学びを「遠野」から】 人・未来に、つながり、広がる 
 ～「だったら自分が」遠野町おこし、東大･松井教授が語る「“SEKAI NO OWARI”からはじめよう」 

    
 

 

 

  
【10th満月祭】和紙の光が、明月の遠野の里に重なる 
 ～初の全校ボランティア、「ノータイムポチリ」ベンチャー投資家小野さん講演も～ 

 

 

 

 遠野の伝統行事「お月見どろぼう」から、町おこし「満月祭」となり10年。震災後、本校会場となる中、10月

11日、全校ボランティアで満月祭の実施に協力。行灯の準備やうさぎ面、団子製作・販売など運営に協力

しました。また、同窓会長平子さんの協賛で、著名投資家・小野裕史さんから、昨年に続き「ドローン」「パ

ワースーツ」などロボットの可能性と未来について講演をいただきました。 

遠野和紙のうさぎ面の製作 校庭、グラウンドが行灯で演出 秋の遠野に集う多くの方々 遠野名産「菊芋マドレーヌ」召し上がれ 小野氏講演､うさぎ面贈呈 

 遠野高校の学びが、人に、未来へつながり、広がっています。「ふくしま学びのネットワーク」（元灘高教

諭、前川先生主宰）の東京大学発表(11月)、高知・四万十の畦地履正さん講演(2月)など、遠野から日本を

代表する大手企業など多業種・多方面に学びのネットワークの広がりも。3月18日には、東大経済学部・松

井彰彦教授が学生とともにも来校、東大生と「学びのメンタープログラム」を実施しました。 

東大・松井彰彦教授講演会 現役・東大生が来てくれました 学びネット「東大発表」(安田講堂) 元･灘高教諭､前川先生の講演 高知･四万十の畦地さん 

 道徳教育の推進校指定を受け、1年間にわたり様々な取り組みを実施。NPOハッピーロードネットで浜通

りの桜並木を植える活動により、ハンサムウーマン第1号に選ばれた西本由美子さんの講演では、「言い

続ければかなう」「普通の幸せを噛みしめて」など、ともに震災を経験した私たちの心に響くメッセージも。

また、水戸南高校・長島先生による教員対象の研修、「ふくしま道徳資料集」による授業など、震災後のふ

くしまと自分自身を見つめ、心に希望の光を点す学びとなりました。 

道徳教材の授業実践(2/6) ハンサムウーマン・西本由美子さん講演(12/16) 


